ダイガクセイ ノ ニチジョウ セイカツ ニオケル カツドウ ト タイケン ノ コウゾウ : シュカンテキ ヒョウカ ニヨル コウテイテキ オヨビ ヒテイテキ ケイケン ノ ブンセキ by 水子 学 & 寺崎 正治
川崎医療福祉学会誌 　  　  　		 　

原 　著
大学生の日常生活における活動と体験の構造
 主観的評価による肯定的および否定的経験の分析 
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要 　　　約
本研究では，日常生活における活動と体験を収集し，その構造について検討した．大学生
名に対
しての日常活動と体験に対する経験頻度，快・不快さについて評定を求めた．日常活動項目，体
験項目の各々について，各項目の快・不快評定をもとに因子分析を行った結果，両者ともに肯定的経
験と否定的経験という独立した つの構成要素から成ることが確認された．肯定的，否定的活動およ
び肯定的，否定的体験の各々に対する因子分析の結果，日常活動と体験の各々の肯定的，否定的項目
は，それぞれ固有の下位構造を有していることが明らかになった．
序 論
日常生活の中で経験するさまざまな活動と体験
は，人に抑うつや悲哀，苛立ちといった不快感情を
もたらすこともあれば，反対に喜びや楽しさ，穏や
かさといった快感情をもたらすこともある．これら
の活動と体験がある頻度で繰り返し経験されること
によって，特定の感情が喚起される頻度が高まり，
その結果として人の精神的健康や幸福感に比較的安
定した影響を与えている可能性が考えられる．日常
生活における活動と体験の量や質を把握することが
できれば，人の不適応状態の原因究明に役立つとと
もに，精神的健康や幸福感を維持，向上させるため
の介入プログラムを構築するうえで有効であると思
われる．
日常生活における活動と体験は，これまでストレ
ス研究の領域において人が生活環境から受ける刺
激，いわゆるストレッサーの一つとして捉えられ，
生活の中で経験する出来事（  ：以下，生
活出来事と記す）について数多くの実証的研究が行
われてきた．生活出来事のうち，生活の中で経験す
る大きな出来事（  ）に着目したの
は   （
） であった．彼らは，配
偶者との死別や失業など，一時的，急性的な性質を
もつの生活出来事を列記した社会的再適応評価尺
度（ ! "# $  !：  ）を
開発した．  の各々の生活出来事には，それら
を経験した際に人が再適応するために必要なエネル
ギー量を意味する重みづけ得点が付帯されている．
被験者は，過去 ヶ月あるいは 年間に経験した生
活出来事を報告し，彼らが経験した各々の生活出来
事の重みづけ得点を合計することによって，各被験者
のストレス総量が測定される．  %#"
（
） は，この重みづけ得点の合計値が高い人
ほど，将来的に睡眠障害などの健康障害を起こす確
率が高まることを明らかにしている．&'"
 &'"（
） は，このような生活出来
事を (#  )と呼び，ある一定期間内
にこれらの出来事を数多く経験することが，心臓疾
患，自殺傾向，うつ病等の罹患率を高めるという仮
説を提唱している．
一方，近年になって，偶発的で稀にしか起こらな
い生活上の大きな出来事よりも，騒音，人間関係の不
和といった日常の些細な出来事の方が心身の健康と
の結びつきが強いことが明らかになり（&*$，
+,，&-，.-  */#，；01
，+,， !  */#，），両者
の関係を解明しようとする試みが多くの心理学者に
よって行われるようになった（$2 &*$，.-1
  */#，；%!3,  *'，
； ，   4，）	．こ
のような日常生活上の些細な出来事は，(", 1
)(",  )(  )等と呼
ばれており，生活上の大きな出来事に比べ，一般に持
続的，慢性的な性質をもっていると考えられている
（5$，+6  '，）
．&*$
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 ．（） は，日常の些細な出来事と心身の
健康との関係を調べるために，
組の夫婦を対象に
ヶ月間で計	回，日常生活における苛立事の経験
量と感情，身体的健康状態を測定した．その結果，
日常生活において苛立事を多く経験した時点より後
に，不快感情が高まり，喉や背中の痛み，頭痛等の
身体症状の増加が確認されている．
生活出来事と心身の健康に関するこれらの研究成
果によって，日常的な視点から人の生活経験を測定
することの重要性が認識されるようになった．その
結果，日常の生活経験を測定するためのさまざまな
尺度が開発されるようになり，現在，広範な研究課
題や臨床的実践活動に利用されつつある．
しかし，これまでに開発された日常の生活経験を
測定する尺度は，日常生活における否定的経験の量
や質の測定を目的としたものが多く，肯定的，否定的
経験の量や質を同時かつ包括的に捉えようとする試
みは少ない．78，  9（			） は，
被験者に連続 
日間，日の終わりに
の肯定的，
否定的出来事の頻度と快・不快感情について記録を
求めた．その結果，肯定的出来事の頻度に関しては，
快感情との間に有意な正の相関が認められるものの，
不快感情との間に有意な相関はみられなかった．一
方，否定的出来事の頻度に関しては，否定的感情と
の間に有意な正の相関が認められるものの，肯定的
感情との間には有意な相関がみられなかった．これ
らの結果は，肯定的，否定的経験はそれぞれ性質の
異なる感情と結びつき，精神的健康や幸福感を規定
する可能性を示唆している．
また，幸福感の規定要因に関する従来の研究では，
生活の中で人が遭遇する出来事に加え，人の自発的
意思に基づく活動が幸福感に強い影響力をもってい
ることが指摘されている（:$,，		）．ここ
でいう活動とは，個人がその能力と資源を活用して
自発的に行う事物への働きかけを指し，受動的，偶
発的な性質をもつ生活上の出来事とは区別して捉え
ることができる．日常生活における主な活動として
は，余暇活動，対人活動，労働および生理的活動な
どがあげられる．:$,（		） は，日々の生活
において肯定的活動の頻度を増加させることは，快
感情と人生に対する満足感を増大させるための有効
な手段の一つであると述べている．このような幸福
感の向上を目的とした手法を確立し，実践的介入を
試みるためには，日常生活における活動と出来事を
区別し，個人にとっての肯定的な活動と否定的な活
動，および肯定的出来事と否定的出来事を別々に測
定することができる尺度が必要であると思われる．
しかし，現存する日常の生活経験を測定する尺度は，
生活上の出来事に関する項目と活動に関する項目が
混在しており，両者の間の区別がなされていない．
このような現状を踏まえ，本研究では，日常生活
における活動と出来事の量や質を包括的に測定する
ための尺度を開発するために，その第一歩として，
日常生活における肯定的・否定的活動および生活の
中で遭遇する出来事を中心とした肯定的・否定的体
験を収集し，探索的因子分析を行うことによってそ
の主要な構造を明らかにすることを目的とした．
方 法
．予備調査
　（）日常活動及び体験項目の収集
大学生	名（男性 名，女性
名）を対象に，日
常生活の中で経験する肯定的，及び否定的活動と体
験の自由記述を求めた．その結果，の肯定的な
経験との否定的経験が収集された．
あわせて，%!3,  *'（）
の 3 9  !"#（39 ）	項目を原
文にできるだけ忠実に日本語に翻訳した．さらに，
日本人用に作成された久田・丹羽（
	） の大学
生用生活体験尺度から項目を収集した．
以上の手続きによって収集された項目から，重複
項目や意味内容がほぼ同じと考えられる項目を整理
した結果，合計の日常活動および体験項目が得
られた．
　（）日常活動及び体験項目の分類
これらの各々の項目を活動項目と体験項目に
分類した．本研究において，活動とは日常生活の中
で人が自発的に行う事物への働きかけと定義した．
一方，体験とは日常生活の中で遭遇する出来事およ
びその出来事に対する認知と定義した．これらの定
義に基づいてわれわれが各項目の内容を検討した結
果，全項目中	項目が活動項目，項目が体
験項目として分類された．
．本調査
　（）調査対象者
調査対象者は，岡山県下の私立大学の大学生
名
（男性	名・女性名：平均年齢歳）であった．
　（）調査日および手続き
調査日は		年 月日および 月日で，授業
時に実施し，その場で回収した．
　（）質問紙
の日常活動および体験項目に対して，まず，
最近 ヶ月間における経験の有無を「経験あり」と
「経験なし」の 段階で評定するよう求めた．次に，
各々の項目を経験したときの快・不快の程度につい
て，「不快（ 点）」，「やや不快（ 点）」，「やや快
大学生における日常の活動と体験の構造 
（ 点）」，「快（ 点）」の 段階で評定を求めた．な
お，経験していない項目については，そのような経
験をした場合を想像して回答するよう教示し，快・
不快の程度について評定を求めた．
結 果
．日常活動の構造
	の活動項目は，肯定的項目と否定的項目の 
つに分類されることが予想される．そこで，因子分
析によってこれらの 因子が抽出されるか確認する
ため，各項目に対する快・不快評定の結果をもとに
主因子法による因子分析を行った．その結果，因
子が抽出され，これら つの因子は全分散の;を
説明していた．これら 因子は独立であることが想
定されるため，主因子解に続いて <回転を
行った．その結果，第 因子に高い負荷量を示した
項目は，一般に肯定的な活動と考えられる項目であ
り，第 因子は否定的な活動と考えられる項目への
負荷量が高い傾向が認められた．そこで，この結果
に基づき，の肯定的活動項目との否定的活動
項目の各々について因子分析を行い，これら 因子
の下位構造を探索することにした．
まず，肯定的活動として分類された項目に対
して，固有値	以上を基準に因子数を変えながら
探索的に主因子法と 3<回転による因子分析を
繰り返し行った結果，最終的に因子を抽出した．
これら因子により全分散の
;が説明された．
因子のうち解釈可能な因子は つであった．表 に
は，これら 因子が負荷を与えた主な項目の因子負
荷量，経験の有無の度数および経験率，快・不快評定
の平均値および標準偏差を示した．各因子に		以
上の負荷量を示した項目は計

項目存在し，これら


項目の快・不快評定平均値の範囲はから

であった．このことから，これら

項目は，快な経
験と評価される傾向が強い項目であることが確認さ
れた．各因子を構成する主要な項目の内容は，第 
因子が友人との交流活動，第 因子がパーティや集
まりといった社会的行事への参加活動，第 因子が
スポーツに関わる活動，第 因子が自然とのかかわ
りを中心とした活動，第 因子が家族との交流活動，
第 因子が異性との交流活動と関連していた．
次に，否定的活動として分類された項目に対
して，肯定的活動と同様の方法で因子分析を行った．
固有値	以上を基準に因子数を変えながら探索的に
主因子法と 3<回転による因子分析を繰り返し
た結果，最終的に因子を抽出した．これら因子
は全分散の
;を説明していた．因子のうち第 
因子以降は弱小な因子で解釈が困難であった．そこ
で，解釈可能な つの因子を採択した．表 に，こ
れら 因子が負荷を与えた主な項目の因子負荷量，
表  肯定的活動の各因子を構成する主な項目の因子負荷量，経験頻度，快・不快評定値
	 水子 　学・寺崎正治
表  否定的活動の各因子を構成する主な項目の因子負荷量，経験頻度，快・不快評定値
経験の有無の度数および経験率，快・不快評定の平
均値および標準偏差を示した．各因子に		以上の
負荷量を示した項目は計
項目存在した．これら

項目の快・不快評定平均値の範囲は
からで
あり，評定平均値が		を超えるものが項目存在
した．このことから，やや肯定的性質を有した項目
が含まれるものの，全般的にこれらの項目は，不快経
験と評価される傾向が強いことが示された．各因子
を構成する主要な項目の内容は，第 因子が自然と
のかかわりを中心とした活動，第 因子が宗教，政
治的活動，第 因子がリスク活動，第 因子が自分
自身を見つめるといった内省的活動，第 因子が気
配りを伴う活動，第 因子が家事に関する活動，第

因子が読書にかかわる活動，第 因子が物を作っ
たり修理する活動に関連していた．自然とのかかわ
りを中心とした活動を表す第 因子は，肯定的活動
においても共通して出現しており，快・不快評定平
均値がやや異なるものの項目内容は比較的類似して
いた．
．日常体験の構造
活動項目と同様，体験項目として分類された項
目は，主として肯定的体験項目と否定的体験項目の
つに分類されることが予想される．そこで，
の各々の項目に対する快・不快評定の結果をもとに
主因子法による因子分析を行った結果，因子が抽
出された．これらの 因子により全分散の;が説
明された．この 因子は独立であることが想定され
るため，主因子解に続いて <回転を行った．
その結果，第 因子は否定的性質を持つと考えられ
る項目に高い負荷量を示し，第 因子は肯定的性質
を持つと考えられる項目に高い負荷量を示した．そ
こで，この結果に基づき，	の肯定的体験項目と
の否定的体験項目の各々について因子分析を行
い，これら 因子の下位構造を検討した．
まず，肯定的体験として分類された	項目に対
して，固有値	以上を基準に因子数を変えながら探
索的に主因子法と 3<回転による因子分析を繰
り返し行った結果，最終的に	因子を抽出した．こ
大学生における日常の活動と体験の構造 
れら	因子は全分散の;を説明していた．	因子
のうち解釈可能な因子は つであった．表 には，
これら 因子が負荷を与えた主な項目の因子負荷
量，経験の有無の度数および経験率，快・不快評定
の平均値および標準偏差を示した．各因子に		以
上の負荷量を示した項目は計項目存在し，これら
項目の快・不快評定平均値の範囲は
から
であった．このことから，これら項目は，快経験
と評価される傾向が強い項目であることが確認され
た．各因子を構成する主要な項目の内容は，第 因
子が些細な日常快体験，第 因子が異性との交流に
伴う体験，第 因子が友人や知人との交流に伴う体
験，第 因子が家族との交流に伴う体験，第 因子
が些細な日常満足体験，第 因子が他者からの賞賛
あるいは承認体験，第 
因子が利得や勝利体験，第
因子が地位の向上に関わる体験に関連していた．
次に，否定的体験として分類された項目に対し
て，肯定的体験と同様の因子分析を行った．固有値
	以上を基準に因子数を探索的に変え，主因子法と
3<回転による因子分析を繰り返した結果，最
終的に因子を抽出した．これら因子により全分
散の;が説明された．因子のうち解釈可能な因
子は つであった．表 に，これら 因子が負荷を
与えた主な項目の因子負荷量，経験の有無の度数お
よび経験率，快・不快評定の平均値および標準偏差
を示した．各因子に		以上の負荷量を示した項目
は計	項目存在した．これら	項目のうち，因子
負荷量が負の値を示した 項目を除く
項目の快・
不快評定平均値の範囲は	から	であった．こ
の結果から，これらの項目は，不快経験と評価され
る傾向が強いことが示された．各因子を構成する主
要な項目の内容について概観すると，第 因子が喪
失体験，第 因子が些細な日常不愉快体験，第 因
子が身体的不調体験，第 因子が困惑や悩みの体験，
第 因子が仕事や学業上の行き詰まりや不満，第 
因子が他者からの批判体験，第 
因子が親しい他者
とのトラブル，第 因子が些細な日常不満足体験，
第 因子が他者からの不承認体験と関連していた．
表  肯定的体験の各因子を構成する主な項目の因子負荷量，経験頻度，快・不快評定値
 水子 　学・寺崎正治
表  否定的体験の各因子を構成する主な項目の因子負荷量，経験頻度，快・不快評定値
考 察
本研究では，人の日常生活経験を活動と体験に分
類し，各々を構成する経験について肯定性，否定性
という性質の異なる つの側面からとりあげた．日
常活動と体験の各々について肯定的経験と否定的経
験に分かれるか確認するために因子分析を行った
ところ，両者ともに，主として肯定的性質を持つと
考えられる項目に高い負荷量を示す因子と否定的
性質を持つと考えられる項目に高い負荷量を示す
因子の 因子が抽出された．!，=#  
（
） は，日常生活上の経験がもつ性質には，
肯定的性質と否定的性質の 側面があることを指摘
しており，本研究で得られた 因子は，この指摘と
対応する結果であると言える．特に，日常活動項目
に関して否定的活動を表す因子が見いだされたこと
は興味深い．一般に，活動とは生活に何らかのプラ
スの効果をもたらすことを意図して目的的に遂行さ
れる行動と定義されている（手島・冷水，）．
このような定義に基づき，人の活動に関する従来の
研究では，余暇活動や社会参加活動といった肯定的
性質の強い活動に焦点が当てられることが多かった
（3，
）．しかし，全ての日常活動が必
ずしもわれわれの生活にプラスの効果をもたらすわ
けではなく，反対にマイナスの効果をもたらす活動
が存在する可能性が考えられる．このような意味に
おいて，人の日常活動を包括的にとらえようとする
場合には，否定的活動の量や性質にも焦点を当てる
必要があると思われる．
肯定的活動項目について因子分析を行った結果，
解釈可能な因子が つ見いだされた．因子のう
ち，「友人との交流活動」「社会的行事への参加活動」
「家族との交流活動」「異性との交流活動」の 因子
が他者との交流に関わる活動であった．このことか
大学生における日常の活動と体験の構造 
ら，大学生にとって対人的活動は，日常の肯定的活
動の主たる構成要素であると考えられる．この結果
は，対人相互作用は肯定的活動の構成要素の一つで
あるとの見解を支持するものである（*' 
7，
）．
一方，否定的活動項目について因子分析を行った
ところ，解釈可能な つの因子が見いだされた．
因子のうち，「自然とのかかわりを中心とした活動」
「内省的活動」「家事に関する活動」「読書に関する活
動」「物を作ったり修理する活動」の因子は共通し
て一般に他者との交流を伴わない個人が単独で遂行
する活動で構成されるといった特徴を有している．
このことより，日常生活において人が単独で行う活
動は，主として不快な経験に結びつきやすいことが
推察される．*（
） は，日常場面におい
て 人で過ごす状況と他者と一緒に過ごす状況にお
ける感情状態について調査した．その結果，人で
過ごす状況は他者と一緒の状況に比べ，敵意，孤独
といった感情が高くなることが報告されている．単
独での日常活動は，不快感情と結びつきやすいため
に，不快な経験として評価されやすい可能性が考え
られる．なお，「自然とのかかわりを中心とした活
動」に関する因子は，肯定的活動においても共通し
て出現している．*'  7（
） は，
肯定的活動として，日光浴や野生動物の観察といっ
た自然とのかかわりを意味する活動を取り上げてお
り，従来の研究においてこのような活動は肯定的性
質をもった活動としてとらえられている．本研究の
結果は，このような従来の見解とは異なり，自然と
のかかわりを中心とした活動は必ずしも肯定的性質
をもっているとは言えないことを示唆している．今
後，さまざまな年齢層を対象に検討する必要がある．
肯定的体験項目に対する因子分析の結果，つの
解釈可能な因子が見いだされた．因子のうち，「異
性との交流に伴う体験」「友人や知人との交流に伴
う体験」「家族との交流に伴う体験」「他者からの賞
賛・承認体験」の 因子は他者との交流に伴う体験
を表すもので，「利得や勝利体験」「地位の向上に
関わる体験」の 因子は仕事や課題の達成を伴う体
験ととらえることができる．78，  9
（			） は，日常生活上の主たる肯定的出来事と
して対人関係上の出来事と仕事や課題の達成に関わ
る出来事の つを想定している．本研究の結果は，
彼らが想定した つの構成要素と比較的よく類似す
ることが明らかになった．さらに，本研究では「些
細な日常快体験」および「些細な日常満足体験」を
表す 因子が見いだされており，肯定的体験は多様
な内容によって構成されていることが推察された．
一方，否定的体験項目について因子分析を行った
ところ，解釈可能な つの因子が見いだされた．
因子のうち，「他者からの批判体験」「親しい他者の
トラブル」「他者からの不承認体験」の 因子が他
者との交流に伴う体験と関連していることが明らか
になった．橋本（
）	 は，対人ストレスイベン
トとして，対人葛藤，対人摩耗，対人劣等という 
つの構成要素を見いだしており，これらはわれわれ
の研究で得られた 因子と比較的よく対応すると考
えられる．さらに，本研究において「喪失体験」「些
細な日常不愉快体験」「身体的不調体験」「困惑や悩
みの体験」「仕事や学業上の行き詰まりや不満」「些
細な日常不満足体験」といった 因子が見いだされ
た．このことから，否定的体験は肯定的体験に比べ
多様な種類の体験によって構成されている可能性が
示唆された．
本研究の結果から人の日常生活経験を包括的にと
らえるためには，生活経験を活動と体験に区別し，
各々の肯定的，否定的性質を考慮した尺度を開発す
る必要があることが明らかになった．ただし，本研
究では肯定的活動と否定的活動は独立であると想定
していたにもかかわらず，両者に共通して「自然と
のかかわりを中心とした活動」という因子が見いだ
されており，日常活動を構成する肯定および否定因
子の独立性について不明瞭な要素を含む結果となっ
た．今後，項目の多様性を維持しつつ内容的に類似
した項目を整理し，実践的介入に利用可能な項目数
で構成された尺度を開発することが望まれる．さら
に，否定的体験項目のうち，「困惑や悩みの体験」を
構成する項目群には，(悩む) (とまどう)といった
精神的健康あるいは感情状態を直接反映する項目が
含まれている．今後，日常活動と体験が精神的健康
あるいは幸福感とどのように結びつくのか解明して
いくためには，日常活動と体験に関する項目に結果
変数となり得る項目が混在しないように明確に区別
する必要がある．
本研究は平成年度川崎医療福祉大学プロジェクト研究
費の補助を受けた．
 水子 　学・寺崎正治
文 　　　　　献
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